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昔、水族館にかかわって

北海道大学衛生工学シンポジウム
1993.11北海道大学学術交流会館

1 1期高佐一議

O. はじめに

北大衛生工学シンポジウムを開催にこぎ着けるため尽力されました関係各位に

衷心より感謝致し御礼申し上げます。

今から 20年前、まだ駆け出しの技権者の頃、移転の為新館新築の小樽水族館

設計施工の衛生空調工事に携わった経験から考察したことや、これに端を発し

漏出したことを以下のように述べたいと思います。

① 当時の設計概要及びランニング算出 特に電力量と石油消費量を計算し

現状や佑水族館と比較し、推定ではあるが実情に近いものかどうかを確認

@ 昨今、水量 2，000 ぱ以上の大型水族館が続々建設され、その維持運営

費用も並々ならぬと想像されますが、我々の住む地球も水陸比73という

巨大な水族館ではないかと見なし、太陽に依存している生命維持エネルギーが

どれほどのものかを算出・比較

おわりに 本考察が実りあるものかないものか問題点の指摘を仰ぎ、今後追究し

積み重ねるべき指標と致したいと思います。

1 . 当時

1 974年完成時の設計鋸要

.RC 延 5682ぱ

-水槽容量 2040 ぱ(ろ過糟合む〉

(寒帯系 730、温帯系 1220 、熱帯系 90)

・水槽循環水

舗環回数

ろ過速度

・ろ床面積比

.銅育密度

10......12回/D

5.-...;.6 m/H  

O. 1 

1.0......1.5Kg/ぱ以下
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-ランニングコスト

. 

運転概要

用途 容量tf出性出89110 11 12 年間 KWH揚水・水槽循環 57KW  396200 

電動換気・空調 1 0 開館 1 770  0 

暖房・水槽加温 5 冬期 i← 炉問 590  0 

力カ水摺冷却 5 1 夏期 57400 

冷蔵庫 3 通年 4800  

最電電灯・全館 7 0 開館 117600 

灯 JI 管理 2 2 休館 母戸吋 、27000

計 626600 

議~房・水槽加温i {立)冬期H1 11111 ト+19 180 0 
料金算出 電力料金(基本料金十従量料金)十重泊料金

= 2 1 1 6万円/年 ***単価は現行

現在 当水族館は増築を重ね、竣工当時の本館の他イルカショースタジアム、

ラッコ館等他数棟あり、張床面積約 7000  rit (推定)水量約 30POnf

{推定)。単位面積当り及び単位水量当りのコストから、この規模の場合の

篭力・袖料金を算出すると、 2600......3000万円となります。これは、

現状での総光熱維持脅理費(電気袖以外も合めたもの)約 3500万円/年

《電話聴取》にかけはなれない傭と見なされます。

他水族館との比較 A延蘭積nf B水量ぱ C電袖料万円/年

①小樽水族館(北海・冬期休館) 5682  2040  2 1 1 6 

@桟取水族館(背森・通年開館) 7 123 2000  5376  

③男鹿水族館{秋田・通年開館) 4492  916  2338  

C/A  円/nf年 C/B  円/m'年

@ 3720  1 0 370  

@ 7 5 5 0 2 6 88.0 

③ 5200  25520 

-24-



2 . 昨今

・1989年以降新設された水族館

・海の中道海祥生態科学館(福岡市) ・窓西臨梅水族国

・マリンパークニクス (登別市) ・海遊館

・マリンゼ「ア日本悔 (新潟市) ・しながわ水族館

・八景島シーパラダイス (横浜市) ・名古屋港水族館

・マリンカルチャーセンター(大分県蒲江町)

-主な水族館の規模

名 称 A延床面積(rrf ) B 水 量{ぱ〉

小樽水族館 5682 2040 

桟虫水族館 7 123 2 0 0 0 

男鹿水族館 4492 916 

サンシャイン国霊長水族館 3385 700 

蕊西鶴梅水族罷 16000* 3 160 

海遊館 18800 1 1 000 

名古屋港水族館 18758 3800* 

八景島シ今一パラダイス 15000* 4000* 

地 球 5.1 0 x 1 014 1.3 7 x 1 018 
一

住 1) *は推定

{東京都)

{大阪市)

(東京都)

(名古屋市)

B/A (m) 

O. 359 

O. 281 

O. 204 

O. 207 

O. 1 9 8 

O. 585 I 

O. 203 

O. 267 

2690 

住 2)地球の水量は海洋のみ(淡水も合めた金水量の 97.4%)

“水族館度"の自安となる B/Aをみると、地球は“仲間"であると印象づけ

られます。仮に、魚類の豊富な探さ 20 0 m (大陸欄程度の水探)を対象に

しても、水量は 瀧祥語種×水深=3.6 1 X 1 014 rrf X 2 0 0 m 

= 7~ 2 2 X 1 016 m3 

表困積当り 142mとなります。
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-ランニングコストの比較

地球が大気の境界で受ける熱量は

年間 1.34 X 1 021 K c a 1 ですが、 30%は害等によって直接反射

されてしまうので、 70%を受け取るものとします。

また、小樽水族館の電力・重油消費量 (110KWH/ぱ年. 1 6.2立/rrf年)

を熱量に換算し、併せて我が家の場合 (35.6KWH/rrf年. 1 5.3立/rrf併

とも比較しました。

協量Kcal/年面積当り Kcal/ぱ年水量当り Kcal/ぱ年|

地 球 9. 3 8 X 1 020 18.4XI05 1. 3 0 X 1 04 * 
小樽水族館 1. 2 8 X 1 09 2.26XI05 6. 2 7 X 1 05 

我 tJ玉 家 1. 76  X 107 1.59XI05 一一一
L幽ー

住) *地球の水量は海祥面積×水深 200m分としました。

o 0 . おわりに

スケールや用途の異なるものが、比較検討に備するものかどうか迷いました。

地球は水の点める割合が締ちがいに大きく、それだ貯我々の生活・生命に水が

支配的な役割を果たし、熱利用という点でも水がうまく運用されているのは、

いうまでもないでしょう。

陸上に生活する人聞が水を活用するという点で地球にならうことが、はたして

rの程度まで可能かどうか、またそれがどういう意味を持つのか、熱消費量の

適正基準は定められるものかどうか、水族館でさらにより効率のよい熱運用は

ないものか等々を念頭に、今後も微小ながら考察を続け、的を絞ったまとめを

めざしたい k思います。

末節ではありますが、励ましの言葉をしたためて下さいました落藤澄教授、

技虫・男鹿水族館のランニングコストデータを提供下さいました中尾紫教授

(水産学部)、電話で回答いただきました小樽水族館毅に感謝致し御礼申し

上げます。

今、超盟大水族館にかかえられて
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